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小学生の玉結び ・ 玉 どめ技能の実態
Skills of Making Thread Knots of Current Elementary School Students 
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NAGATA Tomoko NOMA Natsumi 
小学生の玉結び ・ 玉どめ技能の実態を調査した。 玉結びの技能調査を49名にしたとこ ろ, - つもできなかった児童は1 
名 (2.0%) のみであったが, 提出された玉結びのう ち, 玉の 「大きさ」 が適切なもの26.0%, 「糸端の長さ」 が適切なも
の32.0%, 「締め具合」 がよいもの48.6%であり, 適切につく られた玉結びは少ないこ とがわかった。 特に大きすぎる玉結
びは, ループがあり, 引っ張るとほどけてしまう ものが多かった。 録画資料から動作を分析したと こ ろ, 「はじめに糸端
を持たない」, 「2 回以上人差し指に巻き付ける」, 「途中で指を離す」 などの誤った動作によって, 適切な玉結びをつく る
こ とができないこ とがわかった。 また, 玉どめの技能調査を24名に実施したとこ ろ, 8 名 (33.3%) が玉どめをつく るこ
とができなかった。 提出された16個の玉どめのう ち, 「大きさ」 が適切なもの75.0%, 「縫い終わりからの長さ」 が適切な
もの6.3%であり, 特に適切な位置につく るこ とが難しいという こ とがわかった。 録画資料から動作を分析したとこ ろ, 
「机の上に針と糸を置いてつ く ろう とする」 な どの誤った動作な どから, う ま く つ く るこ とができていないこ とがわかっ
た。 そもそも作り方を覚えていない児童も数名おり, 玉結びに比べて習得が難しい技能であるこ とが確認できた。 
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1 . 問題の所在と研究の目的
本稿は, 今後の指導に役立てるこ とを目指し, 小学生
の玉結び ・ 玉どめ技能の実態を把握するこ と を研究の日
的と している。
小学校家庭科における被服領域の学習では, 衣服の手
入れと しての 「ボタ ン付け」 や, 生活に役立つ物の製作
と しての 「手縫い」 を指導することになっている(文部
科学省2008a) 。 ここでいう 「手縫い」 とは, 「手で縫い
針に糸を通したり, 糸端を玉結びや玉どめにしたり, 布
を合わせて縫ったりすることなど」 (文部科学省2008b) 
である。 玉結びや玉どめする技能は 「ボタ ン付け」 にお
いても必要な, 最も基本的な基礎技能である。 だが, 
「玉結びは, 右手の第 1 指から第3 指の繊細な動作を必
要とするので初心者にと っては難しい手作業」, 「玉どめ
は, 主に左右の第 1 指と第2 指の複雑な動作を必要とす
るので, 児童にと っては玉結び以上に難しい技術」 (武
井1997) といわれており, 児童にと って習得しづら く, 
教師にと っては教えづらい技能でもある。
それにもかかわらず, 児童の玉結び ・ 玉どめの技能習
得状況については, 質問紙調査によ る自己評価 (矢野
1998) が行われているのみであり, 技能の実態は明らか
にされていない。 適切な指導を行う ためには, 同じ く 手
縫いの基礎技能である 「なみ縫い」 のよう に成果物や動
作の点からの技能調査 (角付田1986) によって実態を明ら
かにするこ とが必要である。
なお, 中学生の玉結び ・ 玉どめの技能習得状況につい
ては, 2009年に国立教育政策研究所が中学3 年生に実施
した 「特定の課題に関する調査(技術 ・ 家庭)」 におい
て, 「まつり 縫い」 の実技調査の一部と して行われたも
のがある。 この調査において, 「玉結び」 の正答と さ れ
た 「抜けない大き さで, 布の表側から も裏側から も見え
ないと こ ろにしている」 生徒の割合は37.9% であった。 
全体と して, 正答 ・ 誤答を含めて, 玉結びを抜けない大
き さにするこ とはできていた生徒は93.2%であった。 ま
た 「玉どめ」 の正答と された 「抜けない大き さで, 布の
表側から も裏側から も見えないと こ ろにしている」 生徒
の割合は18.7%であった。 全体と して, 正答 ・ 誤答を含
めて, 玉 どめを抜けない大き さ にするこ とはできていた
生徒は79.3% であった。 玉結び ・ 玉どめをする理由から
考えれば, 抜けない大き さにするこ とができてさえいれ
ば十分だと言えるかも しれない。 しかし後述するよう に, 
ループの有無やつく る位置などといった点からも評価を
しなければ, 適切な玉結び ・ 玉どめができたとはいえな
い。 また, この調査では成果物の評価しか行われておら
ず, どのよう な過程でそのよう な成果物に至っ たのか, 
玉結び ・ 玉どめを作る動作については調査 されていない
ため, 指導に生かしにく い。
玉結びに関して, 質問紙ならびに実技調査が行われた
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ものに, 小学校教員を目指す大学生と短大生を対象にし
たものがある (小林 ・ 柳2007)。 小林らの調査では, 作
業前に97.8%の学生が 「できる」 と自己評価していたが, 
実際に判定基準を満たし 「できた」 と判定された玉結び
は, 総数839個中415個 (49.5%) で, それ以外は小さす
ぎるか大きすぎるものであった。 「小 さすぎる玉結び」
の原因の一つは作り方で, 人差し指に1 回糸を巻き親指
を使って撚り をかけた後, 人差し指から糸を外し, 輪に
なっていると こ ろに糸端を通すという やり方で, 固結び
と同 じ結び方であった。 「大きすぎる玉結び」 について
は, 最初の段階で人差し指に糸を巻き付けると き糸端を
使用せず, 糸端を長く 残した位置で作り始めていた。 糸
端を長く 残した位置から玉結びをはじめた場合, 人差し
指と親指で撚り をかけても糸端が輪の中に巻き込まれず, 
撚り が解けて結びができていない状態と なる。 また, 糸
こきがゆるく, 固く 結ばれていないこと も原因であった。 
なお小林らの研究では, 玉結びについては成果物および
動作の分析が詳細に行われているが, 玉どめについては







と と した。 
2 . 研究の方法
2.1 . 調査対象および調査日時
2009年 6 月, 教員養成系大学附属小学校 5 年生 2 組
(A 組25名, B 組24名) で調査を実施した。 玉結び調査
についてはA ・ B 組 (49名) に対して実施した。 玉どめ
調査についてはB 組 (24名) に対して実施した。 いず
れも玉結び ・ 玉どめについて同年5 月頃に一通り授業で




調査者が 「1 分間にできるだけ多 く の適切な玉結びを
作ってく ださい」 と口頭で指示をし, # 30綿100%の手
縫い糸を用いて玉結びを行わせた。 できた玉は糸を5 cm 




う ものには 「0 」 を, そう でないと思う ものには 「x 」
をシート に記入させた。 児童には口頭で, 自己評価にお
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いて 「x 」 のついた各玉結びがなぜ 「x 」, つまり 「適
切でない玉結び」 なのか理由を問う た。 
.' 
it l _・ l _ 
図 1 玉結びが貼り付けられ自己評価されたシート
提出された玉結びは, (ア) 大き さ, (イ) 糸端の長さ, 
(ウ) 締め具合, の 3 つの観点について, 以下の基準で
評価した。 評価基準は小林 ・ 柳(2008) を参考にした。
(ア) 大きさ: 晒し木綿を2 枚合わせて, 1 本どり の縫
い糸で縫合する場合, 布をすり抜けない玉結びをサ
ンプルと して作り, それを参考に1.0~ 1.5mm 前後の
大き さのものを 「適切なもの」 と した。 それより玉
が小 さいものを 「小 さすぎるもの」, 大きいものを
「大きすぎるもの」 に分類した。 玉の大き さはノ ギ
スで0.1mm まで測定した (図 2 )。 またループの有無




(イ) 糸端の長さ : 糸端 5 mm 以内に作ら れているもの
を 「適切なもの( 0 ~ 5 mm)」 と評価した。 それ以
上のものは 「長いもの( 5 ~ 10mm)」 「長すぎるもの
(10mm以上)」 に分類した(図 4 )。 
図 4 糸端の長さの測定
(ウ) 締め具合 : 糸端を引つ張つてもほどけず大き さが
かわらないものを適切と し 「変化なし」 と した。 変
化があったものは 「ほどける」, 「ループがな く なる」
に分類した。
また玉結びをする児童の手元の動作や口頭での自己評




晒し木綿と縫い針, 手縫い糸 (# 30綿100%) を使用
した。 糸を通した針で, 一本どり で2 ~ 3 cmのなみ縫い
がしてある晒し木綿の縫い終わり部分に玉どめをするよ
う指示をした(図 5 )。 時間の制限は特に設けなかった。 
?
 . ?図 5 調査用の晒し木綿, 針, 糸提出された玉どめは, (ア) 大き さ, (イ) 縫い終わりからの長さ, の 2 つの観点について, 以下の基準で評価した。(ア) 大きさ: 玉結び同様に, 晒し木綿をすり抜けない大き さ (1.0~ 1.5mm) のものを 「適切なもの」 と した。 それより 玉が小 さいものを 「小 さすぎるもの」, 151 
大きいものを 「大きすぎるもの」 に分類した。 玉の
大き さは, 玉結び同様ノ ギスで0.1mm まで測定した。
(イ) 縫い終わりからの長さ: 児童が提出した玉どめの,
縫い終わり から玉までの縫い糸の長さ を0.1mm まで
測定した。 そして 「適切なもの(0~ 5.0mm)」 「長い
もの (5.1mm以上)」 「つれのあるもの」 に分類した。
また玉 どめをする児童の手元の動作 を ビデオカ メ ラで




3.1 .1 . 成果物の分析から
1 分間に作るこ とができた玉結びが一つもなかった児
童は 1 名, 最多の11個を作るこ とができた児童は2 名で
あった。 一人当たり5.9 (±2.5) 個の玉結びを作ること
ができた。
提出された玉結びは合計289個であった。 そのう ち156 
個 (54.0%) の玉結びが 「適切である」 と自己評価され
た。 児童が 「適切でない」 と判断した理由は大き く 三つ
に分類された。 最も多かったのが 「輪つかができている」
「まと まっていない」 といった 『玉のまとまり』 に関す
るものであった。 次に 「大きい」 「小さい」 など 『玉の
大き さ』 に関するものが多かった。 その他 「(糸端が) 
長すぎる」 といった 『糸端の長さ』 に関するものもあっ
た。 この三つの理由は, 本稿で玉結びの評価観点と した
「大き さ」 「糸端の長さ」 「締め具合」 とほぼ同じである。 
ただし, 同じ児童においても玉ごとに評価基準がぶれて
おり, 「結び目がまと まっていない」 こ と を理由にルー




がないもの」 5 個 (1.7%) , 「小さすぎるもの」30個
(10.4%) , 「適切なもの」75個 (26.0%) , で, 「大きすぎ
るもの」179個 (61.9%) であり, 「大きすぎるもの」 が
最も多かった。 こ れは 「小さすぎる玉結び」 の方が 「大
きすぎる玉結び」 より多かった大学生の結果とは傾向が
異なる。
さ らに, 「大きすぎるもの」 と判定さ れた小学生の玉
結び179個のう ち161個 (89.9%) が 「ループのある玉結
び」 であっ た。 なお, こ の161個の 「ループのある玉結
び」 のう ち, 67個 (41.6%) がほどける玉結びであった。
( イ) 糸端の長さ
玉のなかった5 個を除く284個の糸端の長さを判定す
ると, 「適切なもの(0~ 5mm)」91個 (32.0%) , 「長いも
の ( 5 ~ 10mm)」62個 (21.8%) , 「長すぎるもの(10mm 
以上)」131個 (46.1%) で, 10mm 以上糸端を残した部
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分に玉結びを作る児童が最も多いことがわかった。 糸端
を多 く残して玉結びを作ることは, 後述するよう に 「ルー
プのある玉結び」 の原因 と なり う る。
(ウ) 締め具合
玉のなかった5 個を除く284個の玉結びの締め具合を
判定すると, 「変化なし」138個 (48.6%) , 「ほどける」
89個 (31.3%) で, 「ループがなくなる」48個 (16.9%) , 
「小さ く なる」9 個 (3.2%) であった。 「変化なし」 が
最も多かったものの, 完全に 「ほどける」 玉結びも89個
(31.3%) あった。
糸端を引つ張つて完全にほどけてしまった玉結び89個
の, 引っ張る前の大き さは 「大きすぎるもの(ループ有)」
67個 (75.2%) , 「適切なもの」11個 (12.3%) , 「大きす
ぎるもの (ループなし)」 9 個 (11.2%) , 「小さすぎる




まずは, 「はじめに糸端をもたない」 動作である。 糸
端を短く 持つと, 人差し指をずら しながら糸をより合わ




次に 「2 回以上人差し指に糸を巻き付ける」 動作が見
られた。2 回以上指に巻く と, 巻いた糸が指からずれな
いため撚り にく く, またループのある玉結びができやす
い。 実際, 「2 回以上人差し指に糸を巻き付ける」 様子
が確認できた児童8 名がつく った玉結び計39個のう ち, 
23個 (59%) は, ループのある玉結びであった。
また 「途中で指を離す」 動作も多 く みら れた. この
「途中で指を離す」 動作を確認できた児童13名がつく っ
た玉結び計53個のう ち, 30個 (57%) は, ループのある
玉結びであった。
その他に 「糸の撚り が少ない」 や 「糸をもつ指を離し
て糸端をできた輪に通し, 固結びのよう な方法で玉結び
を作る」 児童も数名いた。
また ビデオでは確認できなかったが, 観察により 「人
差し指を前後に行ったり来たり させる」 こ とで糸をよる
こ とができない児童も見られた.
玉結びを一つもつく るこ とのできなかった児童の動作
には, 前述した誤った動作が複数含まれていた (図 6 )。 
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大き さや糸端などに関係な く 玉どめをつく るこ とがで
きた児童は, 24名中16名 (66.7%) であった。 玉どめの
できなかった児童(「結び日無し」) は, 8 名 (33.3%) 
であり, 玉どめは玉結びより もつく るこ とが難しいこ と
が確認さ れた。
(ア) 大き さ
提出さ れた玉どめ16個のう ち, 「適切なもの」12個
(75.0%) , 「大きすぎるもの」3個 (18.8%) , 「小さすぎ
るもの」 1 個 (6.3%) であった。 玉結びに比べ, 作る




すぎる (0.5mm以上) もの」10個 (62.5%) , 「つれがある
もの」(図7 ) 5個 (31.3%) で, 「適切なもの」 1個
(6.3%) であった。 縫い終わり から結び目までの長さが
最長約 8 cm のもの (図 8 ) もあった。 




録画資料より, 適切な玉どめをつく るこ とのできない
児童に見られた誤った動作を抽出した。
多 く の児童に見られたのが 「机の上に布と針を置いて
つく ろう とする」 であった(図 9 )。 机の上に布を置き, 
その上に針を合わせて, その針に糸を巻こ う と しても, 
布と針の間に隙間ができず, 針に糸をう ま く まけなかっ
たり, 針をう ま く引っ張るこ とができなかったり して, 
適切な位置に結び目を作るこ とができない。24名中 9 名
がこのよう な動作を行っており, 9 名中 4 名は玉どめを
作るこ とができず, 4 名は縫い終わり から結び日の糸が
長すぎ, 1 名はつれがあり, 適切な位置に作るこ とので
きた児童はいなかった。 また, 「机の上に布と針を置い
て作ろう とする」 児童の中には, 「針を持つ手をかえる」
児童もいた. 
図 9 布と針を机の上に置いてつく ろ うとする児童
逆に, 「縫い目を指先の腹で し ごいて、 つれのないよ
う にする」 動作は見られなかった。
そもそも覚えていなかったのかやり方がわからない児
童も複数いた. 「針を使わず玉結びのよう につ く る」, 
「針の後方部分に糸を巻こう とする」, 「布を持たず, 空
中の針に巻き付ける」 「糸ではなく針を回す」 などの誤っ
た動作を行う児童が各1 ~ 2 名いた。 
4 . 考察
小林 ・ 柳(2008) が小学校教員を目指す大学生 ・ 短大
生に行った玉結びの技能調査では, 結び目の小さすぎる
ものの方が, 大きすぎるものより も多かった. 一方 , 小
学校 5 年生を対象と した今回の調査では, 大きすぎるも
のが多かった。 つまり指導者と学習者では, 玉結びをつ
く る際の動作傾向が異なる可能性が高いと推察される。 
指導者は, 自分が適切な玉結びをつく るこ とができるだ
けでなく, 小学生の誤りやすい動作を理解した上で, 適
切に指導するこ とが必要である。 例えば, 引っ張るとほ
どけるループのある玉結びをつく る児童には, 糸端を長
く 残した状態で糸を持つ, 糸を指に2 回以上巻き付ける, 
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まり 具合について確認する児童はほと んどおらず, ほど
ける玉結びが多数あった。 また自己評価においては, ひっ
ぱるとほどける玉結びであっても見た目の大き さや形だ
けで, 適切であると判断している児童が多数いた。 本来, 
布から糸が抜けないよう にするための玉どめが, 適切に
作られないだけでなく, できた玉が適切かどう か確認 ・ 






小学生の玉結び ・ 玉どめ技能の実態を調査した。 玉結
びの技能調査を49名にしたと こ ろ, 一つもできなかった
児童は 1 名 (2.0%) のみであったが, 提出さ れた玉結
びのう ち, 玉の 「大きさ」 が適切なもの26.0%, 「糸端
の長さ」 が適切なもの32.0%, 「締め具合」 がよいもの
48.6% と, 適切につく られた玉結びは少ないことがわかっ
た。 特に大きすぎる玉結びは, ループがあり, 引 っ張る
とほどけてしまう ものが多かった。 録画資料から動作を
分析したと こ ろ, 「はじめに糸端を持たない」, 「2 回以
上人差し指に巻き付ける」, 「途中で指を離す」, などの
誤った動作によって, 適切な玉結びをつく るこ とができ
ないこ とがわかった。 また, 玉どめの技能調査を24名に
実施したところ, 8 名 (33.3%) が玉どめをつく るこ と
ができなかった。 提出された16個の玉どめのう ち, 「大
き さ」 が適切なもの75.0%, 「縫い終わり からの長さ」
が適切なもの6.3% と, 特に適切な位置につく るこ とが
難しいという こ とがわかった。 録画資料から動作を分析
したと こ ろ, 「机の上に針と糸を置いてつく ろう とする」
な どの誤った動作から, 適切につく るこ とができていな
いこ とがわかった。 そもそも作り 方を覚えていない児
童も数名おり, 玉結びに比べて習得が難しい技能である
ことが確認できた。
今回の調査結果をも と に, 児童にと ってわかり やすい
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小学生の玉結び・ 玉どめ技能の実態
注) 平成21年度検定版の小学校教科書には, 玉結び及び玉どめはそれぞれ2 種類のつく リ方 (玉結び : ①指でつく る玉
結び (図10) , ②針先でつく る玉結び(図11) ) , (玉どめ : ①針を布にあててつく る玉どめ(図12) と②針で一目すく っ
てつく る玉どめ(図13) ) が紹介されている。 調査対象校では調査当時使用していた教科書(平成16年度検定版) に
掲載されている 「指でつく る玉結び」 と 「針を布にあててつく る玉どめ」(図14) を採用していた。 
玉結ひ
1 系はしを人豊し摘 ' l Mの上で人差し ・: l より合わせたとこ ,◆◆ 報指と中指の間に l 国き きつけて l 摘を手前にずらし, ろを現指と中指で '‘ ・ に系ヨiができる。










・・ ・, ' - .
24より) 
1針を持ち. 系はし ・l 系を計にしつかり '・ a、たところを強 ,l■ おさえたまま. 系を針と人差し指の l 2 ~ 3国書く。 くおさえ. I tを引 Iii 玉ができるまで左
聞にはさむ。 きa く。 手を引く。 
図11 針先でつく る玉結び ( 『新しい家庭5 ・ 6 』 東京書籍 平成21 年検定済版 p 25 より) 
玉どめ (ぬい終わり) 
1 0い終わりの位I ' l 器から出ている系にi tを合わせて, l を. 計に2 ~ 3国
報指でおさえる。 書く。 
3 a、たところをnでおさえ.計を引いて. 系を引きa く。 
図12 針を布にあててつく る玉どめ (『新しい家庭5 ・ 6 』 東京書籍 平成21 年検定済版 p 24より)
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4系はしを少しして切る。 
永 田 智 子 野 間 夏 美
1 ぬい終わりの位置 ,'1 針の先に, 布からを針先で小さ く す ◆e:- 出ている糸を2 ~







. 針を引いて. その 4 糸はしを少し残し まま引きぬく。 て切る。 
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0糸を親指でおさえ, 人差し指をずら しながら. 輪になった糸をよ り合わせる。 
' I◆1 




0 より合わされたとこ ろ中指でおさえ. 糸を引
0 まいたところを指でおさえ. 針を引きぬく。 
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図14 玉結び ・ 玉どめのしかた ( 『小学校わたしたちの家庭科5 ・6』 開隆堂 平成1 6 年度検定済版 p 22 より) 
